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交 通 部 会 の お 知 ら せ(第273回)

日 時 令 和 元 年6月25日(火)午 後1時 半 ～3時 半

場 所 匿]議院議員会館1階102会 議室

千 代 田 区 永 田 町2-1-1

◆ 国 会 議 事 堂 前 駅(丸 の 内 線 ・南 北 線)① 番 出 口 よ り下 車5分 、

永 田 町 駅(有 楽 町 線 ・半 蔵 門 線)① 番 出 口 よ り下 車2分 。当 日、

午 後1時 よ り、 議 員 会 館 玄 関 に て 、 通 行 証 を 差 し上 げ ま す 。 そ

の 時 刻 前 に 到 着 され た 方 は 、 恐 縮 で す が 、 受 付 脇 のUピ ー に て

お 待 ち 下 さ い 。 会 議 開 始 後 に お 越 し の 方 は 、 受 付 に 「102会

議 室 に 行 き た い 」 旨 お 伝 え 下 され ば 、 お 迎 え に 参 りま す 。

議 題1、 最 近 の 交通 情 勢 に つ いて 想 う

挨 拶 松 本 治 男 交 通部 会 長(元 近 畿 管 区 警 察 局 長)

2、 令 和 元 年 版 交 通 安 全 白書 に つ い て

3、 交通 事 故 統 計(5月 中及 び6月24Elま で)

解 説 警 察 庁 交 通 企 画 課 落 合 大 地 課 長補 佐(警 視)

報 告 去 る5.月28目 開 催 の 第272回 交 通 部 会 は 、 松 本 治 男 部

会 長 が や む を 得 な い 事 由 で 欠 席 され た た め 、 小 野 正 博(公 財)

日本 交 通 管 理 技 術 協 会 会 長 が 議 長 を 務 め 行 わ れ ま し た 。

ま ず 、 小 野 議 長 よ り、 「最 近 の 交 通 情 勢 に つ い て 想 う」 と題

して 開 会 挨 拶 が あ りま した 。 今 月 の 最 大 の トピ ッ ク は 、 大 津 市

の 右 折 車 と直 進 車 の 衝 突 に保 育 園 児 が 巻 き 込 ま れ た 事 故 で あ る。

原 因 は 右 折 車 の 前 方 不 注 視 に よ る も の だ 。 直 進 車 が い る に もか

か わ らず 、 行 け る だ ろ う とい う甘 い 予 測 が 招 い た も の だ が 、 私

は これ を 横 着 運 転 と 呼 び 、 こ の よ うな 運 転 を し な い よ う啓 発 し

た い と考 え る 。 同 時 に 、 自動 運 転 シ ス テ ム が 普 及 す れ ば こ の よ

う な 事 故 は 起 き な い だ ろ う とい う風 潮 に も 警 鐘 を 鳴 ら し た い 。

緊 急 時 以 外 は機 械 が 操 作 す る と い う こ と は 、 人 間 は そ の 間 つ い 気 を 緩 め が

ち だ 。 そ ん な 気 を 緩 め た 人 間 が 、 い ざ緊 急 事 態 が 発 生 した 時 に 適 切 な 運 転

操 作 が で き う る も の か 、 よ く考 え て み た 方 が よ い 。

次 に 、 警 察 庁 交 通 局 交 通 企 画 課 岸 岡克 典 係 長(警 部)よ り、 「子 供 の 交 通

安 全 対 策 」 に つ い て 解 説 が あ りま した 。 日本 は 、 欧 米 に 比 べ 歩 行 者 の 事 故

死 者 数 が 多 い 。5月8N未 就 学 児 が 被 害 者 と な る事 故 が 発 生 し、 各 県 警 で

同 様 の 交 通 環 境 の 有 無 、子 供 の 安 全 を 図 る対 策 の 必 要 性 に つ い て 検 討 した 。

安 倍 総 理 か らは 、 未 就 学 児 を 中 心 に 子 ど も が 日常 的 に 集 団 で 移 動 す る 経 路

の 安 全 確 保 対 策 を早 急 に 取 り ま と め る よ う指 示 が あ っ た 。 通 学 路 の 交 通 安

全 を確 保 し、 生 活 道 路 で は ゾ ー ン30の 拡 充 を 行 う。 小 学 校 就 学 前 の 交 通

安 全 教 育 を 行 うな どの 対 策 を 行 っ て い る 。

次 に 、「高 齢 運 転 者 の 交 通 防 止 対 策 に つ い て 」解 説 が あ りま し た 。75歳

以 上 の 高 齢 運 転 者 は 、 操 作 不 適 に よ る事 故 が 最 も 多 く 、 ブ レ ー キ とア ク セ

ル の 踏 み 間 違 え は 他 の 年 齢 層 の5倍 と高 い 。2年 前 に 施 行 さ れ た 改 正 道 路

交 通 法 で は 、 認 知 機 能 検 査 の 実 施 と 自主 返 納 しや す い 環 境 整 備 を柱 と し て

い る。 先 日の 池 袋 で の 高 齢 者 事 故 を 契 機 に 、 自主 返 納 希 望 者 が 増 加 し た と

の 報 道 も あ り、高 齢 運 転 者 の 特 性 を 踏 ま え た さ ら な る 対 策 を 検 討 して い る 。

次 に 、 「交 通 事 故 統 計(4月 末 及 び5月28日 ま で)」 に っ い て 、 解 説 が

あ りま した 。4月 は4人 の 減 少 に と どま っ た が 、5月 は35人 の 減 少 と な

り、 部 会 前 日 の 時 点 で は1187人 で148人 の 減 少 と な っ て い る。

こ の 後 、 委 員 一 同 に て 盛 ん な 意 見 交 換 が あ り、 以 下 の よ うな 意 見 が 出 さ

れ た 。 ◎一 部 の 交 通 教 本 で は 横 断 歩 道 を 渡 る と き は 手 を 挙 げ て 左 右 確 認 、

とい う記 述 が 削 られ た が 、 車 が 来 な い こ と を確 認 して 渡 る 習 慣 を 見 直 した

方 が よ い 。 ◎古 くか ら馬 車 が 普 及 し て い た 欧 州 と 日本 で は 道 路 が つ く られ

た 環 境 が 違 う の が 、 歩 行 者 事 故 の 違 い に つ な が っ て い る 。 ◎ 自 民 党 の 交 通

安 全 部 会 で は 、 幼 稚 園 な ど の 周 囲 は 車 両 進 入 禁 止 が 議 論 され た そ うだ 。

★ 資料代 会員500円

次 回 、6月25日(火)の 交 通 部 会(参)に

出 一 欠(い ずれ かに○印)

事 務 局 宛FAxO3-3507-8587

御芳名

貴方様 のFAX　 　　　　　　　　 電話

テロ対 策 へ の警 備 か らの要 請 上 、会 員 に限 ります 。

非会員 で参 加 希 望 者 は、2日 前 までに履 歴 書 をご提 出 下 さい。

(そ の 際 の会 費 は 二 千 円 とな りま す 。)

協 和 協 会 事 務 局 奮03-3581-1192時 代 を刷 新 す る 会 事 務 局 智03-3272-4320


